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シンポジウム 「コリアにおける日本研究の現在」の
総合討論
鈴 木貞美(司 会 ・日文研)時 間がか な り超 過 してい ます けれ ど
も、総括討議 に入 りたい と思い ます。
最初 に、 ここにい らしてい て まだ発 言 をなさってい ない方、ぜ ひ
何か 一言、 お一人3分 くらいで、 よろ しけれ ばお願い します。 どう
ぞ。
浮葉正親(名 古屋大学)今 日、最初 に家族の話 を聞 きま して、や
は り一番 韓 国の人 に理解 されて いない のは ひょっ とす る と日本の家
族 の姿 じゃないか と思 い ました。 私 は留 学生の教 育 を してい ます け
ども、例 え ば 日本 人 は結 婚 して名 前が変 わる こ ととか、あ るいはい
とこ同士 で結婚 で きる とい うこ ととか、 あ と養子 の問題です ね。結
構 見 てい きます と家族 をめ ぐる制 度が随分違 うの です が、そ の辺 に
対 しての認識がほ とん どない、 まず学生 たちの知 識 としてです ね。
それか ら、 これ も人 間関係 の問題 なん です けれ ど も、 お互 いの家
族 をめ ぐる コ ミュニ ケー ションで も大 分違 いがあ り、個 人的 な話 で
す が、私 は妻が韓 国人 なんですが、 や は りお互 いの家族 に対す る思
い とい うのが随分違 い ま して、家族 の問題 は非 常 に大事 な問題 だ と
いつ も感 じてい ます。
それ か ら、先 ほ どの発 表 の タ イ トルが 「日韓 コ ミュニ ケ ー シ ョ
ン ・ギ ャ ップ とそ の背景」 とい うので随分期待 したん ですが、 コ ミ
ュニ ケー シ ョンの仕方 もやは り随 分違 いがあ るな と感 じてお ります。
韓 国の人か ら日本 人の コ ミュニケ ー シ ョンの仕 方が非常 に冷たい と
い うふ うに言われ る こ とが非常 に多 いのです けれ ども、 この背景 と
い うのが どうい う ところか ら来てい るのか とい うことに興 味があ り
ます。 この2点 、 これか ら日本 と韓 国の研 究者 が集 まって研 究 して
い くときに欠かす ことので きない テーマで はないか と思い ます。
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司会 あ りが とうござい ます。 どうぞ、 ほか の方 。
鄭 大 均(東 京都 立大学)今 日の 三つのお話 は、あ る意 味では
非常 に面 白い。熊谷先 生のお話 とい うのは、最近 のア メリカの学 者
の語 り口 とい うか、非常 に方法論 とい うもの、 デ ィシプ リ ンとい う
ものにエ ネルギー を、 た とえば、Ph.Dの 論文 を書 くとき7割 のエネ
ルギーを方法論 につ いて当 てる とい う最近 の アメ リカの学者 の流儀
が非常 に反映 され た ものだ った と思 うのです。そ れが2番 目の李 先
生 の話 に なるとデ ィシプ リン とはほ とん ど無縁 の非常 に恣意的 な話
とい うか、身の上話 とい うふ うにお っ しゃってい る人がい ま したけ
ども、 そ うい う形 になってい る。個人 的に勉 強 になったの はや っぱ
り熊谷先 生のお話です 。熊 谷先生のお話 のテーマ はア ジアの家族 で
すね。 しか しここには地域 につい ての話 とデ ィシプ リンについ ての
話 との間に もう少 しバ ランスが あるのが好 ましい とい う印象が あ り
ま した。 そ うい う面で言 うと熊谷先生 の もの にも、必ず しも自分 自
身 はそ うい う流 儀 を使 いた くない とい う気持 ちが ある。 しか し、李
先生のお話 について言 うと、 これ はほ とん ど何 の根拠 もない話で あ
った とい うふ うに思い ます。
それか ら、2番 目と3番 目の関係で言 います と、今、 在 日コリア
研究者 とい うふ うなこ とを言 うときに、や っぱ り主流 にな ってい る
の はニ ューカマーの韓 国人であ ると思 うんですね。 そ うい う面で言
うと金先生 よ りは李先生 のほ うが 日本 の中におけ るコ リア研 究者 と
して も主流 とい うか、大 きな流れ になってい ると思 うんです。です
か ら、金 己大先 生 には失礼 です けど、 オール ド ・タイマーの在 日の
コリア研 究者 とい うの は衰 退 してい る とい うことです ね。それ はそ
れでいい のです けれ ど も、 ニュー カマ ーの研 究者が オール ド ・タイ
マーの在 日の研 究者 を乗 り越 えてい るのか とい う と、少 な くとも今
日二人、三 人だけで は、 きちん とそ うい う明るい展望が見 え るとい
う感 じは しませ んで した。
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いろい ろ感 じる こ とがあ ったのです けれ ど、 そん な ところで しょ
うか。
司会 あ りが とうご ざい ます。今 日に限 らず3日 間の こ とで、ぜ
ひ とも発言 してお きたい方、特 に発 言 な さって いない方 に発 言 を促
したいと思 います。 どうぞ。
水 島か な江(神 戸松 蔭女子学 院短 期大学)特 に意見 とい うわ け
で はないので すが、 感想 を述べ たい と思 い ます。 私 には 日本 で育 っ
た韓 国人の友 人がい ますが、 これ まで、彼 女 に対 して、 ほ とん ど異
文化 を感 じたこ とが あ りませ んで した。今 回3日 間参加 しま して、
例 えば発 表 の仕 方、 質問の応対 の仕 方、 それか ら、 私 は韓 国語 が わ
か らないので すけれ ど、母 国語 同士 で の会 話の仕方 な ど、何 か微妙
に違 うな、 とい うの を肌 で感 じてい ます。 その違 い をまだ うま く言
語化 で きないのです が、そ のあた りを きちん と見 てい く中で、 同 じ
アジア とい って も違 う微 妙 な国民性 を、今 どうや って言語化 し、整
理 してい った らいい のか な と考 えてい る ところです 。そ うい う意味
で は とて も有意義 な3日 間だ った と思 い ます。
川 口智彦(日 本大学)鄭 大均先 生が お っ しゃって しまった こ と
か もしれ ないんです けれ ど、実 は私、3日 間 を通 じて大変驚 いた こ
とが あ ります 。 まず 、 この リス トの在 日在 住 コ リア研 究者。 これ は
私 の頭 の 中ではい わゆる在 日韓 国 ・朝鮮 人の方 だ とい うふ うに決 め
つ けてい たんです。実 際 この場 に来て みる と、私 がお話 しした限 り
で もか な り多 くの、 む しろマ ジ ョリテ ィーが、先 ほ どニ ュー カマ ー
とお っ しゃい ましたが、い わゆる在 日韓 国 ・朝鮮 人で はない研 究者
の方 た ちで 占め られてい る。 これ は人 の集め方 とも関係が あ ったの
か もしれ ないんです けれ ど、 この シンポ ジウムに参加 してみて、何
か 日本 にお け る韓 国 ・朝鮮 を研 究す る人た ちの新 しい層が形 成 され
てい るので は ないか とい う、 そ うい う非常 に大 きな感銘 を受 け ま し
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た 。
金 良柱(培 材大学校)質 問ですが、ず っ と前か ら 「在住」 と
い うのは どういう意 味か とい う、在 日外 国籍研 究者 とい うの はよ く
わか りますが、前 につ いてい るの は何で しょうか。
鈴木 貞美(日 文研)オ ー ガナ イザー と して反省 も含 めて少 し発
言 してお きたい と思 い ます。 まず、今回 は 日本在 住の外 国人研究者
の シ ンポ ジ ウム としては第2回 です 。第1回 は昨 年度 で、 「バ ブル
経済崩壊 後の 日本研究 」 とい うテーマで、 国籍 を問 わず に、 日本 に
滞在 している外国人 の研 究者 に集 まっていた だ きま した。 その第2
回 目なのですが、今回 は韓 国か ら15名 の先 生方にい らしてい ただ き、
いわゆ る在 日朝鮮 人 ・韓 国人の先生方 と、それか ら日本人 も入 れて、
「コ リアにおけ る 日本研 究 の現在」 と題 して、学 際的、 総合 的 なシ
ンポ ジウムを企画 したわ けです 。 もち ろん、来訪研 究 な どの形で 日
本 にい らしてい る方hも 含 めてお ります。
参 加者 の 集め 方の こ とで ち ょっ とご質 問が ござい ま した けれ ど
も、最初 のオー プニ ングの ときに申 さんが説明 しま した ように、在
日在住 の方 に関 して は、 日本 の4年 制大学 に籍 を置い て、何 らか の
形で韓 国 ・朝鮮 につ いて授業 を持 ってい る先生方 をピ ックア ップ し
て、全員 に手紙 を出 しま した。 それか らいわ ゆる在 日韓 国人、朝鮮
人 と して発言 なさってい る評論 家 とか、そ うい う方 々、 それか ら少
し広 げま して例 えば和 田春樹 さんの ような方 に もお手紙 を差 し上 げ
て、い ただいた返事 で、発表 したい とい う御希望 があ った方 を全部
リス トア ップ しま した。そ の段 階で、一切私 どもはセ レクシ ョンを
か けてお りません。 タイ トルか ら判 断 して順番 は、 こち らで好 き勝
手 に並べ させ ていただ いたわけです けれ ども。
金 良柱(培 材大学校)大 体 どの ぐらいいらっしゃったんです
か、在住の韓国人研究者は。四年制大学にい らっしゃる学者の数で
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す ね。
申 昌浩(日 文研)私 は、今 回の シ ンポジ ウムの参加 者 を集 め
るた め に、 イ ン ター ネ ッ ト検 索 シ ス テ ムYahooJapan【http://
dir.yahoo.co.jp/education/universities/】 の 日本全国の大学 の都道 府
県別 一覧 に 目を通 し、各大学 のホー ム ・ペ ージか ら日本在住 の コ リ
ア(韓 国 ・北朝 鮮)研 究 者 たち と、 日本 人研 究者 を検 索 しま した。
YahooJapanの 日本 全国の大学 の都道 府県別 一覧にホー ム ・ペー ジ
を リンク してい る4年 制 大学 に焦 点 を合 わせ 、検索 を行 い ま した。
そ の中で も、 人文 ・社会 科学 関係 の学科 や学部 を設置 してい る大学
とそ の大学 で専任 講 師 として在 職 してい る方及 び、科 目を担 当 して
い る方 々に、 このコ リア ・シンポ ジウムへの参加 を呼びか けま した。
各大学 の ホーム ・ペ ー ジに掲載 されてい る方 々を中心 にお呼 びか
け しま したので、 日本全 国 にい らっ しゃる在住 コリア研究者 の本 当
の数 は、把握 してい ない状 況 です。 それ も各大学 のホー ム ・ペー ジ
への ア クセ スが うま くで きなか った り、 コリア関係 の科 目もし くは
講義 はあ るけれ ども、 その担 当研 究者 に関す る情 報 をい っ さい掲載
してい なか った とい うような場 合 も多 くあ りま した。出来 る限 りの
検索 に基づ いた人選 とその他 の コリア研 究者 たちに も手紙 を送 りま
した。 その数 は、 日本 人研 究者 に約100通 、在住 コ リア研究者 に100
通 ほどの手紙 を送 りました。
この呼 びかけの方法 は、 これ まで とはまった く違 った形 の研 究集
会 を開 きたかったた め実験 的 に行 った もの で した。研 究者 の招 集 に
全 くバ イアス をか けないた めに も、各 大学 のホーム ・ペ ー ジを一つ
一つ検索 し、韓国 ・朝鮮 に関す る論文 を書 いた ことのあ る 日本人 の
先生 方や 日本在住で 日本の大学 で韓 国 ・朝鮮 関係 の授 業 を持 ってお
られる コ リア研 究者 を捜 しま した。特 に、教 員紹 介の部分 が ない大
学 のホー ム ・ペー ジは、ゼ ミや講義 要項 な どを も参考 に し、それ ら
の科 目を担 当 してお られる先生 たち に手紙 を出 しま した。 けれ ども、
イ ンターネ ッ トの検索 シス テム上 の問題です か ら、 あ ま り明確 に把
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握することはできませんで した。実際、ネットに韓国 ・朝鮮研究者
らしき名前は掲載されていたり、どう見て もこれは韓国人の名前だ
なと思 うけれども、その講義内容がはっきり出ていない先生たちが
かなり漏れていることも事実です。しかし、皆 さんよくご存 じのよ
うに、い まの時期は、 日本の各大学が入試を迎えてお りますので、
多くの先生方が興味は示 してくれましたが参加できない状況 も重な
ってお ります。実をいうとこのシンポジウムの案内に対する手紙に
多 くの返事があ りました。あまりにも反応が良かったので主催する
側 としてもびっくりしてお ります。
話は少 し変わりますが、 シンポジウムの参加者 を募るために行っ
た検索の結果 とい くつか気づいたことについて話 したい と思いま
す。 これはまったく私の個人的な見解ではあ りますが、 日本在住の
コリア研究者及び日本人研究者たちの地域的な分布 とその研究者た
ちの研究内容についてです。まず、地域 による分布 とその特徴は、
東 日本に比べ、西 日本 により多 くの在住 ・在 日コリア研究者が集中
していたということです。むろん、東京のような大 きな都市には多
くの研究者がいると考えられますが、実に多 くの研究者が九州地方
に集中してお られ ましたことにはちょっと驚 きました。そして、人
文科学関係の カリキュラムを担当しているコリア研究者の多 くは、
ハ ングル講座を担当しなが ら、自分の専門研究領域を教えている状
況のことで した。最後にもう一点ですが、これは以前からよく言わ
れていたことを改めて確認 したようなものです。99も ある日本の国
立大学に、朝鮮半島関係の学科や研究者が少ない現状が相変わ らず
続いているということでした。少ない朝鮮半島に関する研究者も、
主 に日本人研究者であった とい うことを確認することがで きまし
た。以上です。
司会 大学 に よって ホームペー ジのつ くり方が違 い まして、 なか
なか入 って もわか りに くい ところ もあった りして、技術 的 な問題 も
ある と思 います 。
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一つ だけ先 に反 省点 を申 し上げ ます と、本 当に時 間を短 く区切 ら
せ ていただい て、 もっ とこ発 言 をな さ りたい方 もた くさんい らした
と思 い ます けれ ども、本 当 に厳 しい時 間 の中で 申 しわけあ りませ ん
で した。今 日の午 後 までやれ ば もう少 しゆっ く りとれ たのか もしれ
ませ んが、 日文研 は 日曜 日の食堂 の具 合が よろ し くないので残念 な
のです が。総括討論 を もう少 し続 けたい と思 い ます。 ご発 言、 どう
ぞ。
原 田 環(広 島女子大 学)非 常 に有益 な企画で、 こ うい う企 画
をなさった方 々にお礼 を申 し上 げます。
私 は韓 国 にお け る 日本研 究の現状 とい うの を個 人的にはい ろいろ
と知 る範 囲で努力 して きました けれ ど、 こ うい うふ うな形でパ ース
ペ クテ ィブ にや って いただいたの は非 常 にあ りが たい と思 ってい ま
す。私 の大学 の中で もア ジア研究 を近 ・現代 のほ うに地域 を限定 し
てや ろ うと してい ま して、人事 も含 めて、韓 国人で あろ うと誰 であ
ろうと、力のあ る人 は どん どん採用 したい と思 ってい ます。
今 日の これ までの ご報 告 を伺い ま して、 日本の 中での韓 国研究 の
シス テムづ くりを もう少 しきちん とや ったほ うが いいの じゃないか
とい うことと、韓 国 と日本 との相互理 解 の研 究 システム とい うの を
もうち ょっ とリア リテ ィーのあ る もの を立 ち上げ てい くとい うこ と
も必要で はないか と思 いま した。
私事 で恐 縮です が、私 は1976年 か ら広 島で ボラ ンテ ィアで朝鮮半
島の情報 につ いての講座 を開いてい るん です けれ ど も、1980年 代半
ば ぐらい を画期 に して、それ までは大 体在 日の人が講 師 に多か った
ので す けれ ども、以 後は講師 を直接韓 国か らお呼 び した り、 国内か
らきていた だ く場 合 は、韓 国での現 地体験 を持 ってい る方 にお願い
す る ように変 わ りま した。 これはニー ズが高度化 したためです 。大
学 の システムに対す るニー ズ も変 わ ってい ると思 い ます。 これか ら
卒論 とか実習 とか、韓 国 に直接行 っ た り、 また韓 国の ほ うの 日本研
究 で も日本 に直接 来 る とか、 サマーセ ミナー を1週 間や る とか、相
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互理 解の現地実 習 とい うのが増 えて い くと思い ます 。そ うい う意味
で、今回 の企 画は大変 有意義で、声 をかけてい ただ きま して非常 に
参 考にな りま した。あ りが とうござい ま した。
渡辺雅子(日 文研)今 回の シ ンポジウムで大 変勉強 にな りま し
た ことは、先 日韓 国 の 日本学会のニ ューズ レ ターを見 まして、そ こ
で取 り上 げ られてい る研 究課題が とて もタイム リーな もの で驚 いた
のですが、そ の背 景が わか った ことです 。今現在 日本で起 こってい
る こと、それ か らこれ か ら起 ころう としてい るこ と、私の専 門分 野
は教 育な んです けれ ども、例 えば独法化 の問題で あ るとか、総合 学
習 の問題であ る とか、 まだ 日本の教育社 会学会 な どでは取 り上 げ ら
れていな いよ うな問題 が韓 国の学会 です でに研究 され、議論 されて
いる ことに大変 感銘 を受 け ました。今 回いろい ろなお話 を うかが う
中で、韓 国で 日本研 究 を されてい る方が 、実 は 日本 で学問的 な訓練
を受 けて、 日本 に もそ の後何 度 も来 てお られて、 日本の事情 を大 変
良 くわか って い らっ しゃる とい うこ とが わか りま した。その ような
研究者 の状況 か ら、 なぜ韓 国で 日本 と時 間差 の無 い研 究が 出来 るの
か、そ のなぞが解 けた ような気がいた します。
アメ リカにおける 日本研 究です と、韓 国 とは逆 に、ア メ リカで理
論 も方法論 も学 んで、博士論 文 を書 くために 日本へ調 査 に来 て、 ま
た帰 る とい うパ ター ンが多い ようです。 そ うす る と、 日本で今何 が
起 こってい るのか、 どんな ことが話題 になってい るのか とい うこ と
が 日本研 究 者 の 問で 見 えに くい とい う こと をア メ リカで 聞 きま し
た。 日本研究 と言 って も、そ れぞれの国固有 の問題 があるのですね。
また、今、韓 国の研究者 で アメリカで研 究 され てい る方、 また韓
国か ら日本 に来 られて勉 強 してい る方 とい うの は、 日本研 究 をす る
理論 や方法論 も全 く違 ってい るわけ です が、韓 国にそれ を持 ち帰 っ
て、 これか らそれが どんなふ うにダイナ ミックに交流 してい くのか
とい うこ とは大変楽 しみ だと思い ます。あ りが とうござい ました。
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鈴 木貞美(日 文研)今 のは面白い指摘 だと思 うんです けれ ども、
これ まで と、あ るいは今後 の問題 だ と思 います が、 もう少 し踏 み込
ん で言 うと、熊谷 さんが、エ リアス タデ ィーズの ひとつ と しての 日
本研 究 とおっ しゃった と思 うんです ね、 ち らっ とです けれ ど も。 ア
メ リカ型 だ と、理論 を勉 強 して、あ くまで もそのケー スス タデ ィー
とか エ リアス タデ ィー として 日本 を扱 うとい う形 です ね。 こうい う
訓練 を受 けて韓 国 に帰 って研究 を してゆ く方が お られ る。 最初 に過
去の歴 史的 な経緯 が あるわ けですか ら、そ こに蓄積 されてい るさま
ざまな感情 を含めた研究 主体 として の困難性 とい うことを最初 に金
先生 が基調報告 でお っ しゃい ま したが 、いわ ば、 そ うい うことを飛
ば してア メ リカ型 の研究 とい うのが な されて いる と思 うんです けれ
どもその よ うな研 究主体 と方法 につい て、私が言 うの は、 いけ ない
か も しれ ませ んが、対話 とい うんです か、方法 的なせめ ぎ合 い とか
とい うことが今後 ど うい うふ うに進ん でい くのか、 面 白い と言 った
ら、無 責任 になるか もしれ ませ んけれ ども、関心 を もちます が、い
かがで し ょうか。
黄 達起(啓 明大 学校)韓 国にお ける 日本研究 とい う分野 の中
で、私 は人類学 をや っている ものです か ら人類学分野 の こ とだけ話
します と、韓 国で学 部 を出て、大学 院 をアメ リカあるい はイギ リス
でや りなが ら、 フ ィー ル ドワークは 日本 でや った方 が一つ の集 団 と
して あって、 その次 に、学 部 は韓 国、大学 院 は日本 、 フィール ドワ
ー ク も 日本 で や った グ ルー プが あ ります。普 通 、前 に言 った のは
`アメリカ産博士'と か
、2番 目は`日 本 産の博士'と か、それで3
番 目は最 近 出てい るんですけれ ども、学 部、大学 院 をすべ て韓 国で
勉 強 して、 フ ィール ドワー クだ け日本で やった グループがあ ります。
今 ここで議論す る言葉が 日本語 だか ら、 多分、 アメ リカに留学 して
日本 で フ ィー ル ドワー ク した 人は 自由 に発 表 で きない と思 い ます 。
人類学 者 はほ とん どで きる と思 い ます が、人類学以外 の方 は発 表す
る まで は少 し難 しい点が あるのではないか とい うことだけち ょっ と。
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司会 使用言語を一方的に、皆 さん日本語が大変上手だという前
提で日本語 にして しまったんですけれども、英語 と併用するとか、
そういう形になれば、より広い分野からの参加者があるということ
ですね。
黄 達起(啓 明大学校)そ うです。
司 会 あ りが とうございま した。あ るい はほかの分野 の方 で、 こ
の問題 に関 して、 どうぞ。韓 国におけ る 日本研 究の方法 的な問題が
様 々に交錯 しているので はないか、それ は 日本 で も同 じよ うな こと
が起 こってい る とも思 うわけですね。 日本 には 日本研究 とい う分野
が、 総合的 な 日本研 究 とい う分野は、あ った として も珍 しいの はな
いわけですね。各分 野 で どうい う形 でや るか とい うの は、 ア メリカ
で トレーニ ングを受 け て きて、 日本 をあたか もエ リアス タデ ィー ズ
の ようにや る、 そ うい うケース もあるで しょう し、そ うで はない、
いわば近代的 な形 成 されて きた学 問各分野 のデ ィシプ リンやメ ソ ッ
ドの上で、あ るいはそ れを改 革 しなが らや ってい くとい うようなこ
とは、 日本 において も相 当交錯 しなが ら行 われてい る と思 うんです
けれ ども。
鄭 大 均(東 京都 立大学)あ る面で は交錯 しな くなって きてい
る とい う状況 もある と思 うんです。例 えば 日本研 究 の場合 で も、エ
ズ ラ ・ボーゲ ルだ とか ジェ ラル ド ・カー テ ィスだ とか、 ああい う世
代 の 日本研究者 は 日本 人 ときちん と対話が で きる人 です ね。比較 的
親 日的 とい うか、 日本好 きな人が多い とい うこと もあるのです けれ
ども、 その次 の世代 とい うか、彼 らに育 て られた世代 とい うの は、
日本 人 と全 く無縁 とい うわけではない んだけれ ど も、 日本で誰 と対
応 す るか とい うと外務 省 の人 間 と英 語で しゃべ った りす る とい う、
そ うい うコ ミュニケー ションの経験 しか な くなっている とい うこ と
124
があ りますね。
日韓 の場 合で言 うと、 もともとアカデ ミズムの レベ ルで はな くて
一般 的な 日本 人 と韓:国人の比較 を した場合 に、 もともとは韓国 人の
ほ うが む しろ 日本 の文化 と韓 国の文化 を どち ら も包括 して見 るこ と
がで きる とい う、 そ うい う立場 にあった のは 日本側 の人間 とい うよ
りは韓 国側 の 人間であ った と思 うのです けれ ど も、 そ うい う人 間が
どん どんい な くなっ て しまって、そ うい う面 で は今 はイーブ ンにな
った とも言 えるんです けれ ども、学者 の レベ ルで言 うと、 日本 のほ
うが急成長 して、韓 国のほ うは必ず しもそ うで はない と言え るか も
しれ ませ ん し、 アメ リカの 日本研究者 な んか が、あ る面で は英語 の
文献 だけで 日本研 究が で きる ようにな ったよ うに、韓 国のほ う も韓
国の文献 だけで 日本 を研 究す るとい う可能性 も出 て きてい るわ けで
すね。 です か ら、 一方 でいろん な形 の交錯 とい うの はあ るわけ です
けれ ども、他方 ではそ うい うものが希 薄 になってい る とい う、 そ う
い う状 況があ るように思 います。
沈 慶昊(高 麗大学校)こ れは 日本学の問題だけじゃなくて、
韓国における中国学 と西洋学も同じ状況なんですけれども、実際は
韓国では教育部で人文学 を発展させ よう、振興 しようという動 きが
あ りまして方案 を今つ くっています。僕はそのメンバーの一人なん
ですけれども、大学の研究所を評価 して援:助するとか、学術振興財
団が研究者個人をより広い範囲に支援するとい うシステムに取 り組
むことを要求するつ もりなんです。 しか し、その資金 ということは
大分あ りますけれ ども、実際に大学院を中心 とした教育が行われて
いかないと韓国の人文学は崩壊 してしまう危険があ ります。 日本学
の状態ははっきりわからないですけれ ども、中国学 とか西洋学の場
合は、かなりの人が修士 を経て、博士 は外で取るという傾向があ り
まして、大学院の授業が成 り立たない傾向があ ります。資金があっ
ても人文学は崩壊するという危険な状態に追い込まれているのです。
韓国の能力開発院が去年の12月 に報告 した内容によると、これか ら
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の6年 の 問、博 士 を取 って帰 って くる全 体 の人数 は15,000人 に も上
る可能性 があ るんです 。帰 って きて も就 職 ロが な くな るで し ょう。
今 日本学 は受 けてい る し、中国学 はほかの学 部 とは違 って大分状 況
はいいのです けれ ども、はっ き り言 えば、 これか らは事情 が かな り
苦 しくな って い くと思 います 。 また、独 自の人文学 を建 て るため に
は、やは り韓:国におい ての中国学、韓 国において の 日本 学、韓 国 に
おいての西洋学 を発 展 させ る必要があ ります。 またそれが可能 とな
るために はまず 内部で研究者 を養わ ない といけ ないんです。外 で全
部教 わ って、 それで帰 国す る とい うニ ューカマー ではな くて、 中で
育て られた人が 中心 に なって外 国での研究 成果 を持 って くる人 と研
究の経験 と成果 を共有 す ることが大事 であ ると思い ます。
司会 今の問題 につ いては、ほか にないで し ょうか。尹 先生が 漱
石研究 につい ておっ しゃった ように、 日本 の研 究動 向に引 っ張 られ
過 ぎる というよ うなご指摘 も一方にはあ ったわ けです ね。
尹 相仁(漢 陽大学 校)ア メ リカの大学 でオ リエ ンテー シ ョン
を受 けて帰 って きた研 究者 と、 日本の現地 にいて研究 して帰 って き
た研究者 との研究 の仕 方 の違 いか ら来 る問題 はあ る と思 い ます。 そ
れは断絶 と言 っていい かわか りませ んが、 で も、 その ような断絶 の
問題 は、 ここに集 まっ ている 日本研 究者 の問に も当然 あ ります。世
代 間に よる断絶 を私 は3日 間を通 して ち ょくち ょく感 じました。 あ
るいは また在 日の研 究者、 それか ら我 々の ように韓 国で 日本 をや っ
ている研 究者 との問に置か れている断絶 とい うの も当然 あ ると思 い
ます。 これ もまた在 日研究者 の間で も、先 ほ ど も話 に出 ましたよ う
に、 日本 で生 まれて 日本研究 をな さっている方 と、留学 して、 こ こ
に定着 して 日本 の大学 で教 えている研 究者 の間にお ける断絶 。 その
断絶 の問題は、 断絶 だか らといってお互 いに排 除す るわけ にはいか
ないので、寄 り合 う形 を とりなが ら、全体 的 に日本研究 の レベ ルを
高 め合 う、そ ういった方 向に進 めていか なければ いけない と思 いま
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す。 そ うい う意味で、 こうい った機会 がた びたびあ った ら一つ の糸
口に なるので はないか という気 が します。
もう一 つは、 ほ とん ど韓 国か ら来て いる研 究者 たちが抱 えて いる
問題 なんですが 、3日 間通 して出てい る一種の苦悩 の告 白 とい うの
が あ ったんです ね。 や は りそれ は 日本の研 究の仕方 に余 りに も縛 ら
れ過 ぎていて、 それが韓 国で 自分 の研 究 の成果の持つ 重要 さ、あ る
いは影響力 に響 くとい うよ うな。 です か ら、 そん な問題 をみ んな抱
えてい る と思 うんです ね。 なぜ な らば、 日本 的な研究 の仕 方 は韓 国
の学会 で、知 識社 会 ではマ イナー な領域 です ので、そ こで 自分 がや
って きた成果 を どの ように普遍 化 してその情報 の価 値 を高 め て もら
うこ とがで きるのか、 それは非常 に問題 で、です か ら、 そ う簡単 で
はあ りませ んが 、2枚 の刃を用 い る しかない。 日本的 な研 究の仕 方
もち ゃん と押 さえてお いて、 あ とまた韓 国で用い る ような研 究の仕
方 を自分 で見つ け出す、 そ うい った二重 の努力 とい うのが要 求 され
ている。 そ うい った状 況で はないか と思 い ます。
以上です。
司会 今の問題で、 どうぞ 。
落合 恵美子(日 文研)今 の こ発言 に対 してち ょっ と質問 なんで
す けれ ど、 そ した ら韓 国の中 にお ける研 究の仕方 とか大学 院教育 と
い うのは どうい うもの なんで しょうか。 ア メリカに近い のか、 日本
とは違 うとい うことで。
尹 相仁(漢 陽大学校)ま ず、簡単に言って しまえば、 日本的
な研究の仕方は実証的である。アメリカ風の研究の仕方は理論 と方
法論に比重 を置 く。そういった差があ りますね。ただ、特 に我々の
悩みの種は、日本で文献を地道に調べて、それで結果 を得て論文を
出す ような仕方に慣れている人間にとっては、国へ帰るとい うこと
は、 これは今までのような研究の仕方がで きなくなる。非常に苦 し
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い立場 に追い込 まれ る とい うことです。 ですか ら、 いや で も日本 で
や っていた研究 の仕方 と違 った方法 を 自分で見つ け出 さな きゃいけ
ない とい う問題 が出 て くる とい う面が あ るんです ね。答え にな った
かわか りませ んが、 簡単に言 えば、理 論 よ りは実証 的、実地 の積み
重 ねの ような ことで 日本人は論文 を書 くことに慣 れていて 、ア メ リ
カで勉強 した人 たちは方法論、理論 、そ ういった ところに重点 を置
くとい うことが言 えるのではないか と思 い ます 。
司会 研究の分野によって相当違いもあると思いますけれども。
李 鳳 姫(愛 知大学)ち ょっと関連 して 申し上 げます と、 日本
語 ・日本 文学 の場 合、 一般 的な コー ス として、韓 国(出 身)で 学 部
→ 日本留学(修 士、 博:士コース)→ 帰 国 とい うこ とに な ります が、
学部 では 日本語 を身 につけ るとい うこ とで精一杯(多 くは韓 国内で
修士 コース に入 って も)、 や りたい と思 ってい る専 門分野 に関 して
は、せ いぜ い授 業で1,2科 目講義 で聴 い ている とか、1,2冊 の
専 門書 に接す るこ と ぐらいです。 それか ら自分 でや りた い と思 って
いる ことを研 究 テーマ として、 または テーマ もはっ き り決 め られ な
い まま、 日本へ留学 す るわけです 。
日本で は、テーマ によって何 々先生の もとにふ り当て られる とか、
自分 で申 し込 んだ りして、 その教官の もとで指導 を受 けなが ら研 究
を深 めてい くこ とに な りますが、留学 生当人 と してはゼ ミに参加 し
た り難解 な文献 に取 り組 んで レポー トを書いた りしなが ら、単位 を
とる とい うこ とで精 一杯 、それが 一応 終わ る と、 な るべ く誰 も言わ
なか った こ とに焦点 をしぼ って論文 を書 き上 げる。い ざ 自分 のや っ
た ことが全体 か らみ れば何 だ ったのか と自分で もは っ きりしない ま
ま、帰国 して しま うとい うよ うな ことになるので はないか と思 われ
ます。
また研 究 者 の量 か らみ て 日本 とは全 く事 情が 違 ってい ますの で、
い ざ講壇 に立つ とな る と自分 のや った研究 だけで は どうしよう もな
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い と言 うこ とがい くらで もあ るわけです。 それで、 二～三 人の先生
が教 えるべ きこ とを一 人で効果 的に伝 えるため には どうす ればい い
のか の把 握 もで きな い ところか らくる試行錯誤 が多 いので はないか
と思 い ます。です か ら留学 生の場合 は、 自分 の研 究 テーマの周 辺 も
把 握で きるように概 論 などの コース な どがあ ればいい と思 い ます。
私 は一応 言語 教育 とい うこ とをや ってい ますが 、 こ うい うところか
ら発 生 してい る と思 われ る トラブル は、け っこ う頻繁 に起 きて いる
と思 われ ます 。だか ら、全体 が把握 で きる段 階が あ って、 それか ら
指 導教官 の もとで 、文 献 を扱 うとか とい うふ うに入 っ てい けた ら、
と思い ます。
司会 あ りが とうございます。今のは日本における留学生教育の
問題のこれまでの欠陥のご指摘でした。
李 鳳姫(愛 知大学)送 り込む方で も一応準備なしとい うこと
が考えられるわけですけれど、先生 というのは自分の習ったことし
か教えられないので。
金 春美(高 麗大学校)今 の問題に関して、最近の高麗大の大学
院生たちを念頭に置いてお話ししたいと思います。
文化人類学 とか社会学のようにフィール ドワークを重視す る分野
は方法論 も自ず と異なって くると思いますが、最近の若い大学院生
たちは欧米の方法論、つまり文学理論を通 じた文学研究に関心があ
るようです。それは鈴木先生 も含めた 日本の若い世代の人たちの文
学研究の方法にも見 られる傾向ですね。方法論や理論に注 目すると
い うのは、必ず しも作品外の もので作品や作家を裁断するというこ
とではな く、たえず生産され消費 されつづける文学(作 品)の 様相
を、よ り客観的に見つめてみたい という欲求か ら出て くるものでは
ないか と思います。こちらにい らっしゃる鈴木先生 も、日本文学史
の読み直 しとか、あるいは 「文学」 という概念の形成過程に関して
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きわめて理論的な探究を行なっていますが、その動機は同 じような
ところにあるのではないかと思います。当然のことなが ら韓国で日
本文学を研究するということは外国文学 としてそれを研究するとい
うことですから、いわゆる文壇ゴシップのようなものから作家に対
する固定観念にいたるまで、 日本文学 を支えている数々の風聞から
ある程度 自由な立場で作家や作品に接することになるわけです。こ
のことが必ず しも絶対的な理論的立場 を保障するものとは限りませ
んが、 日本国内に渦巻 く数多 くのバ イアスか ら自由な目で、日本文
学の作品や作家を見ることができるとは言えるでしょう。その代わ
りに他のバイアス、つ まり韓国における日本文学観 と申しますか、
そのような言説が研究者のバ イアスとして作用す ることはあるで し
ょうが、極端なことを言えば、そのようなバ イアスの方が 日本の 日
本文学研究者には歓迎 されると言えるかもしれません。
最近の若い学生のニーズも、単なる作品論や作家論 よりは、文学
(作品)に 対するこのような理論的姿勢 を模索 しようとする傾向が
強いと思います。もちろん、理論的探究に没頭するあまり、一次文
献の耽読がおろそかになってはいけないんですけれども、ある構図
から日本文学の諸作品を学生に提示するとい う方法は、外 国文学 と
して日本文学 を研究する場合にある程度有効だろうと思います。例
えば、去年の秋学期の大学院の授業では、キルシュネライ トの 『私
小説 一一自己暴露の儀式』を参考書にして、私小説作品の講読から
私小説論の実際にいたるまでサーベイしてみました。鈴木先生はキ
ルシュネライ トさんのこの業績 にあまり肯定的ではない ようです
が、私があの本で面 白い と思ったのは、私小説が研究や批評の対象
となる場合は往々にしてその後進性や 自然主義の奇形性、未成熟さ
が指摘 されて きたんですが、彼女の研究では私小説が読者 を獲得 し
た 「魅力」に対 して も言及 されているんですね。つ まり、日本の批
評家が批判の対象に したものがイコールその魅力 となっているわけ
です。た とえば私小説の主人公が真摯な苦悩 の中で垣間見せるだら
しなさのようなものです。そのようなものがなぜ小説として描かれ
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ざるをえなかったのかという歴史的な問題は、日本の私小説論や私
小説批判 を読んでいても解決の糸口が見えてきません。そのような
点で彼女は日本の研究者にはで きない素晴 らしい研究をしたと思 う
んです。そ して大学院の授業を受講した学生たちの反応 もおおむね
似たようなものでした。またそこで私も含めたあの授業の参加者が
発見 したのは、鈴木登美さんが 『語 られた自己一一日本近代の私小
説言説』で明 らかにしたようなこと、すなわち日本の批評家がいか
にして私小説を語 ってきたか(私 小説言説)と い うことだ と思いま
す。偶然 といいますか、鈴木登美さんもアメ リカ(コ ロンビア大)
の 日本人研究者で、やはり海をへだてて日本文学を眺めています と
自ずか ら理論的にならざるを得ないとい う部分があるのではないか
と思 うんです。 もちろん、なぜ、今、私小説か という問題は残 りま
すが、日本で突破 口を開けない問題が海外で糸口を見つけるという
ことでは、キルシュネライ トさんや鈴木登美さんの業績は好例では
なかろうか と思います。
司会 さ きほ どの渡辺 さんの発 言 を、私 が一方 的に研究 の方法論
へ持 っていって しまったんです が、 まず最初 でお っしゃった ことは、
日本 で これか ら課題 になる ような こ とが もう既 に韓国 の先生 方が課
題 に なさってい る とい うような ことで した よね。 これ は 日文研 の講
師の人や大 学院生 の昨 日までの感想 なんです けれ ど も、今 回の シ ン
ポ ジウム は、非常 に レベ ルが高 い とい うこ とで感 心 してい ま した 。
彼 らの率 直な感想 だ と思 い ますの で、 ご発表 の先生方 に感謝の念 を
込めてその ことをご報告 してお きます。
それでは、別の問題 もこ発言があ りま した ら。
劉 建 輝(日 文研)私 は中国か ら来 た者 で、 それ にコリア研 究
者で も何 で もないん です。です か ら全 く外 野の野 次 とい うこ とで受
け とめ てい ただ きた いんです けれ ども、 い ろい ろ伺 い ま して、私 、
一人 の中国 人の研 究 者 と して も全 く同 じ悩 み を持 ってい るよ うな と
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ころがた くさんあ りました。そ れで3日 間、僕 は昨 日は来 られ なか
ったんです けれ ども、実 にい ろんな面で多 くのこ とを考 え させ られ
ま した。
最後の ところで また ち ょっ と方法論 に戻 った ような形 にな るんで
す けれ ど も、今 日ここに集 まってい らっ しゃる先 生方 はあ えて三つ
に分け られる と思 うんです。 つ ま り、 いわゆる 日本で生 まれ た在 日
の先生方 と、韓 国で生 まれたんだ けれ ども日本に来 て、 今 日本 で仕
事 をされてい る先生方、あ とは韓 国本土 で研究 なさっている先生 方。
これは多 分最初か らこ うい う意図で お招 きしたん だ と思 うんです け
れ ども、その三つ のグルー プは私 は、多分、方法論 的に も、 あるい
は立場 も、学 問のア ングル も全 くとは言わ ない けれ ども、か な り違
うと思 うんです。皆 さん はそれ ぞれその違い を引 きず って この議論
の場 に来 たんだ と思 うんですが 、実 は似 たよ うな現象 は中国 にもあ
りまして、全 くパ ラレルな関係 にあ る と思 うのです。つ ま り私 自身
は どち らか とい うと、 いわば中国で学 問を多少 か じった後 日本 に来
た グルー プに入る んです けれ ども、そ うす る と、 これ は初 日金春美
先 生の ご講演 の中で もふ れ られ ま したが、それぞれ別 の国、 あるい
は学術環 境 の中 で学問 をや る場合 、苦悩 が非常 に違 うんです よね。
僕 は中国でや って いた ときな どは、 まず中国的 な方法論 でや らない
とい けない し、 また読 者、あ るいは観 客、聴衆 な どが全 部中 国人で
す ので、 や は りそ のニーズ に合 わせ る とい うこ ともあ ります 。そ う
す る と立 場上、 日本 をあん ま り客観 的 に伝 える とかえ って反 感 を買
う場合 もあ ります ので、 どこで感情 を移入 し、 どこで客観化 す るの
か、か な り難 しい操作 が要求 され るわけですね。
逆 に、 日本 に来てか ら、私 は最近比較文学 をや ってい るんです け
れ ども、 中国の こ とを 日本 人に伝 える場合 、 これ もまたいろい ろ難
しい点が あ ります。 これは中国の場合 は、特 に現体制 にはい ろいろ
問題 が あ ります か ら下手す る とこれ を庇 って い るん じゃないか と
か、あ るいは逆 に批判 を加 える と、今 度 は何で 日本 びい きになった
の とか、 そ うい う立場 上の困惑が常 に感 じられます。そ して これは
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自分の研究のアングルにも響いてくるし、方法論にも響いてきます。
さきほど尹先生が 「断絶」のことをおっ しゃったんですけれども、
まさにその断絶 を克服 しないといけないと思います。現時点で言え
ば、例えば尹先生みたいに日本で学問を修得されたあ と、韓国に戻
って教える方 もいらっ しゃるし、また逆に韓国で勉強 してか ら日本
に来て教える先生もい らっしゃる。いわば従来の断絶が少しずつ破
壊されている事実も大いにあ ります。そういう意味で、それぞれの
基本的な立場を抑 えなが らも、出来る限 りこの断絶 を相対化するこ
とが非常に大事 じゃないか と思います。そして、 これを実現させる
ためにはやは りアングル的にも、方法論的にも一種の多様性が必要
とされます。私 自身の経験で言えば、常に両方の事情を視野に入れ、
複数の角度か ら日本 という対象 をとらえると、わ りあい本格的に客
観化することができるのではないかというような気が します。そ し
てそれは伝 える相手によって多少の配慮が必要 とされるか も知れな
いが、基本的には一つの普遍性のある 「真実」 として受け止めて も
らえるのではないか と思います。
以上、長 くなりましてすみませんでした。
金 容儀(全 南 大学校)日 本人の研究 者 にぜ ひ ひとつ 聞かせ て
い ただきた いこ とがあ ります。 ここ3日 間のシ ンポ ジウムを通 じて、
今、韓 国で 日本 につ いての研 究が どうなってい るかはあ る程 度お わ
か りにな った か と思 い ます。 それ と関連 して、韓 国で活躍 してい る
韓 国人の研 究者 に対 して注文 な り、 こ うい うこ とをや ってほ しい と
か、 こうい うこ とを期待 してい るとか、 そ うい う点 があ れば、 こ う
い う場で聞かせ ていただ きたいです。
金 良柱(培 材 大学校)そ れ と関係 ある、注 文 とい うか提 案 で
すが 、 これ はひん し ゅ くを買 うか も しれないの じゃな くて必至 だ と
思 い ますが、在 日外 国籍研究 者 もい らっ しゃい ます ね。一言 もまだ
お っ しゃってい ない 方が い らっ しゃるんですね。 ですか ら、準 強制
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的にでも一言ずつ同 じくお話をいただければ私たちの勉強になると
思います。
趙 鋪吉(作 新学 院大学)少 し自己紹介す る と、珍 しいケースだ
と思 うんです けれ ど、 ち ょうどll年 前 日本に留学 して、 博:士の学位
を取 って一応韓 国に戻 ったんですね。6年 ぶ りに去年 の4月 か らま
た 日本 に来 た もので すか らち ょっ と違 ったケ ー スだ と思 うん です
が。 それか ら、 日本 での専 門は社会工学 で、工学 部ですか ら、その
中で公共政策 とい うこ とを専攻 したんですけれ ど、違った立場 で ち
ょっ とお話 ししたい と思い ます。
三つ ぐらい申 し上 げたい と思 うんですが、先 ほ ど留 学生 に対 して
の教 育 システム とい う話 が 出た んですけれ ど、私 の専門 は もとも と
経 済学です か ら、 ち ょっと立場が違 うんです ね。 とい うのは、例 え
ば 日本 に来 て 日本 の文学 、 日本語 を専 門 に して、韓 国 に帰 った ら、
その人 は韓 国で一番専 門家 です ね。つ ま り日本文 学で は彼 が一番 な
んです。 ただ、経済 学部、 あるいはその ほか の分 野で言 えば、 その
人 はや っぱ り日本専 門家 というふ うに位置づ け られ るんですね。 そ
れが ち ょっ と違 うか なとい う感 じで、や っぱ り韓国で はアメ リカで
勉 強 した方が 中心 に なって いて、 日本で勉 強 した方 は、 前 は経済学
部 とい うと日本 で学 位 を取 るこ とが難 しかったので数が 少 なか った
せ い もあ って、 それ な りにいろい ろ例 えば就 職先 もあったん ですけ
れ ど、今 は数が増 えて、 日本文 学 とか 日本語 を専 門に した方 とはち
ょっ と違 う立場 にあ るんです。それがや っぱ り地域専 門家 になって、
日本 の経済 とか 日本 のこ とをや らざる を得 ない とい うか、そ うい う
ふ うになる と思 うん です。
その中で も大 学 に行 った人 も結構 い るのです けれ ど、大学 の シス
テムが、例 え ば韓 国の経済学部 で言 えば、韓 国の システ ムは完全 に
アメ リカ化 され てい ます。例 えば韓 国で経済学 で修士 を取 った人 は
ア メリカに行 って、全 く同 じ教科 書で、幾つ かの単位 は授 業 をや ら
な くて も試験 が 通 る ぐらい なんで すね。 日本の シス テム とい う と、
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や っ ぱ り大 学 院で は論文 が 中心 で、 自分 がテ ーマ を選 んでや って、
周 りか らサ ポー トして も らうのですけ れ ど、 アメ リカ とかの システ
ムはや っぱ りカリキュ ラムが コース中心 なんです ね。 ある程度 は引
っ張 って くれ る とい う形 で一 番最新 の理論 を教 えて も らうんです。
韓 国で大学 院へ 行 って経済学 の先生 にな った ら、ア メ リカで勉強 し
た人 は、 その ノー トとか教科書 をその まま講義 で使 えるんです けれ
ど、 日本 の場合 は新 し く整理 しない といけ ないかな とい う差が ある
んですが、 そ うい うこ とは 日本 に住 んでい る在 日研 究者 も同 じ立場
だ と思 うんですね、正直 言って。経 済 とか政治専 門だった として も、
韓 国語 を教 えて くだ さい とか、韓 国の文化 を教 えて くだ さい。私 も
以前留学 した と きは韓 国 とは ち ょっ と関係 な くて一般 的 なこ とをや
ろう と思 った んです けれ ど、や っぱ り今度 また来 る と韓国の専 門家
にな らざる を得 ない とい うニー ズ とか とい うことが あって、 また今
度 こ うい うふ うな ネ ッ トワー クが ある とい うことは非 常 に自分 に と
って は有意義な こ とだ と思 うんです。
そ れか らまた、 今 日の コ ミュニケー シ ョンの 中での感想 なんです
が、 やっぱ り韓 国人 と日本人 はち ょっ とコ ミュニ ケー シ ョンの仕方
が違 うか な とい う感想 を聞かせ ていた だいたんです けれ ど、 自分 と
してはそ うい う韓国 とか、 日本 とか、 アメ リカ とかい う国 よ りは個
人の差が もっ と大 きいの じゃないか な とい うこ とを ち ょっ と感 じま
した。
もう一つ は、韓 国 とか 日本 をテーマ に した研究 で は、 やっ ぱ りち
ょっと学際 的 な、 イ ンターデ ィシプ リナ リー な研 究が必 要か な とい
う感想 を受 け ました。
あ りが とうござい ま した。
廉i恵 晶(全 北大学校)今 のこ発言につけ加えてお話させてい
ただきます。私は 日本へ89年 に参 りまして、95年 に帰国致 しました
から6年 半 ぐらい東京の文化女子大学で勉強致 しました。衣類学を
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專攻致 しまして、私 は 日本が 目的で はな く、 デザ インとか フ ァッシ
ョンがや りたい のだが、それ がた またま 日本 であった わけです。帰
国致 しました ら、フ ァッションと言 えば日本 もそ うだ と思い ますが、
フラ ンス とか アメ リカが中心 にな っていて、講義 のテ キス トや研究
の方法論がそ ち らか らきた ものが基 本 となっていま した。ですか ら、
自分 の アイデ ンテ ィテ ィを生 かす研 究分 野や方法 を考 え るよ りは、
現在 の状況 が求め る通 り講義 を して研究活動 を して きたの が事実で
す。
そ の内に 「日本 を強 くした文化 コー ド16」 とい う本の なかで、 キ
モ ノに関 して原稿 を書 いてみ てわか ったこ とですが 、数多 い学生が
日本で フ ァッシ ョンや 衣類 を専攻 に留学 してい るに も関 わ らず、韓
国で は、 日本 の服飾や ファ ッシ ョンをテーマ に研究 してい る人 はあ
ん ま りいない とい うこ とです。本 が出版 され るや いなや、 キモ ノの
貸 し出 しをお願いす るお電話 を頂 いた り、 キモ ノに関す る研 究の相
談 を受 けた りして、急 にキモ ノの専 門家 になった ような気が す るほ
どで した。
それ を きっか けに して、私 は、"現 代 フ ァッシ ョンにおけ るキモ
ノイメー ジ ・デザ イ ンの分析"と い うテ ーマ で研 究 をス ター トし、
この シ ンポ ジウムで 中 間発表 とい う形 で発 表 させ て頂 い た わけで
す。 これか らこの結果 を土台 に して、西洋 を中心 に して きた現代 フ
ァッシ ョンの中で、韓 国や中 国 まで を含む、東洋服 飾の もた らした
影響や その未来 に関 して研 究 してい くつ もりです。 また絶 えず変化
し続 けている 日本 のス トリー ト ・ファッシ ョンを分析 して、 韓国の
若者文化 やス トリー ト ・フ ァッシ ョンと比較分析 してい くつ も りで
す。 それが、私 に与 え られた大 きな研 究 テーマで ある と思 ってお り
ます。
小松和彦(日 文研)3日 間、 ち ょっ と用事 で抜 け た ときもあ り
ま したけれ ども、お話 を聞かせ ていただ きま して、 とって も私 は勉
強 にな りま した。
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私 は こち らに来 る前 は留 学生 を教 え るよ うな コー スにい たのです
けれ ども、留学 生の場 合に は もちろん韓 国か ら来 られる学生 も多い
わけですが、 それ以外 の方 もた くさん来 るんです ね。 そ うい う留学
生 の方 とい うの は 日本文化 につ いてい ろんな形で手 ほ どきを受 けな
が ら、最終 的 には専 門の 日本研究 をす る と同時 に理論 を勉強 す るわ
けですが、残 念 なが ら日本 は急 速 に、留学 生 を入 れ るとい うような
こ とにな りましたので、大分整備 され て きま したけれ ど も、先 ほ ど
ご指 摘が あ りま した ように、留 学生 に対 す る十分 な対 応 の仕 方 とい
うのを持 ってい なか ったとい うことが一つあ るか と思い ます。
それ と、国際 日本 文化研究 セ ンターが今回 この ような会 を主催 し
ましたけれ ども、 日本 人に よる日本学 とい うので しょうか、そ うい
う場所 が実 はないんです ね。 日本 も自分た ちの ことを総 合的 に研 究
しよ うとい うこ とを考 えたの はつ い最近だ った とい う ようなこ とで
しょうか。西洋 の こ とについ ては非常 に細か く研 究 して、 これ も語
学 と文 学が 中心 であ りました けれ ども、 日本 人 による 日本学会 とい
うのが ござい ませ ん。そ うい う意 味で は韓 国 にお ける 日本学会 と対
応す るような学会が あ って しか るべ きなんです けれ ども、 なか った
とい うこ とも、 この ようないろん な分野 の方 々が 日本 を研究 してい
る、そ の受 け皿が なか った とい う問題 を今 回非常 に気がつ かせ てい
ただ きま した。 そ うい う意味 では、 このセ ンターが多少 ともそ うい
うような ことをや れ て、 こうい う機会 を どん どんつ くってい ければ
いい なあ とい うふ うに思 いま した。
もう一つ こ こで問題 にな って きた、恐 らく何 人か の 日本人研究者
は韓 国 に興 味 を持 ってい る。その場合 、韓 国、あ るいは北 も含 め ま
して、在 日の方 も含 め ま して、 タイ トルは 「コリアにお ける 日本研
究 の現在」 だ ったのです けれ ども、 も う一 つ、韓 国の研 究 とい うの
で し ょうか 、あ るい は北 も含 めた研究 につ いて知 りたい こ とを日本
人 た ちは持 ってい るわけ ですが 、 そ うい う場 をぜ ひ とも、 これ は
我 々が やる こ となのか、 あるいは別 の ところがや るべ きなのか知 り
ませ んけれ ども、そ うい うような場 も必要 だなあ とい うことをち ょ
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っ と印象 を持 ちま した。
司会 今度の シ ンポジ ウム のひ とつの特徴 は、構 成 メ ンバ ーの年
齢が大体 中堅の方か ら若い方 をかな り多 くお呼 び した ことではない
か と思 い ます。あ るいは こうい う会 自体 、た とえば昨 日ある新 聞社
の論説委 員の方がい らして、大変面 白い と言 って聞いてい らしたん
です けれ ども、韓国 に長い ことい らした方ですが、 この会 自体 にほ
か に何 か特 徴的 なことはあ るので しょうか。 どうで しょうか。
金 春美(高 麗大学校)実 は、 この シンポ ジウムにお招 きいた
だいて、初 め私が挨拶 を した ときに、 日文研 で海外 にお ける 日本研
究 の現状、特 にその中 で も韓 国 に注 目されて この よ うな シ ンポ ジウ
ム を、私が予想 してい たよ りもず っ と大 規模 な、本 当に盛 大 なシ ン
ポ ジウム を企 画 して くださった ことに対 して感謝 と賛辞 の言葉 を述
べ ましたが、3日 間の シ ンポ ジウム を通 して私が実感 したの は、実
は私、 ここに来て初 めて会 った方 々が ほ とん どなん です。つ ま り、
私 は 日文研で2年 間お世話 にな りま して、 日文研 で イ ンターデ ィシ
プ リナ リー といい ますか、学際 間の共 同研究 とい う研究会 のあ り方
に ものす ご く共感 を覚 えま して、高麗大 に戻 ってか ら日本 学研 究所
をつ くる とき も、 や は り学際 間の共 同研究 、 また学 問 成果の交流 、
共有 とい うこ とを念 頭 に置 きま して、語学 、文学 だ けでは な くて、
社会、文化 、歴史等 を一緒 に入 れてお きま した。 それ は まさに私が
日文研 で体験 して、 これが望 ま しい、そ うい う今 後の研究 の一つの
方向で はないか と思 った もので すか ら、それ を私 な りにそ うい うふ
うに実践 してい るわ けなんです けれ ど も、今 回の シ ンポジウムはそ
れ こそ そ うい うふ うな多 方面 にわた るい ろい ろな方が、 ご 自身が今
まで研究 して こられ た ことを発表 して くだ さって、 日本側 の学者 は
もちろんで しょうけ れ ども、韓 国か ら来た私 も韓 国にお ける 日本学
研究の現状 を本 当 に実感 で きた とい うこと。 これ こそ学際 間の研 究
成果の共有 とい うこ とで、今 後 の研究 の方向性 とい うもの をあ る程
138
度私た ちな りに把握 で きるよ うな ものでは ないか とい うこ とを実 感
いた しました。
それ で、私 と して は、 ただ発表 された論文 とか方法論 とか、 それ
にか な りのば らつ きが あ りま して、 それは今 回申昌浩 さんが発 表す
る方 を選抜 したプロセ スを聞いてみ ます と、 それは 当然 だ ろ うとい
うことは思 い ま したけ れ ども、で も、む しろそれがあ る意味で はか
な り刺激 を与 えて くれ た ような感 じもな きに しもあ らず とい うこ と
です。 今回の シ ンポ ジウムが韓国 におけ る 日本学研 究 に何 か実践 的
な問題 意識 を共有 で きる場 とな ったので はないか と私 な りには今 考
えてお ります。
それ に もう一つ 、 日本在住 の コ リア研 究者 、それか ら日本 人 コリ
ア研 究者 の方 々 とこうい うふ うに一 堂に集 まって、皆様 が今研 究 な
さっている ものを拝 聴 で きたの も、 とて も多 くの刺 激 と示 唆 された
ものが多 いの で、私 の希望 としま しては、 こ うい うネ ッ トワーク を
日文研 のほ う と一緒 に何 らかの形で つ くりま して、今後 とも引 き続
きこうい う場 を継続 していきたいとい う願 いを持 ってお ります 。
司会 今後 の展 開の ご提案 も含め ての ご意見 で した。今 後 です け
れ ど も、何 らかの形で の国内あ るいは韓 国での シンポジ ウム とい う
ことは我 々 として も考 えてお ります が、 どうい う形 でや ってい くの
か。今 回 は全 部ア ンケー トで ご発表 題 目を受 け付 け ま したが、 韓国
か らは、 『日本 を強 くした文化 コー ド16』 の執筆者 の方々 を中心 に き
てい ただ きま したが、 この形 で、 ただ各分野 の方々 が集 まって報告
し合 うとい うのだ った らあ ま り発展 性が ない。 もう少 しテ ーマ を絞
るな り、 あるいは インターデ ィシプ リナ リーは原則 にするけれ ども、
対象 を絞 るな り時代 を絞 るな りとい うよ うな形での展 開 を考 えて い
きたい と思 い ます。
日文研 は海外 研究 交流室がすべ ての窓 口に なってい ます が、韓 国
側 でいわ ば国際 シ ンポの受 け皿 に なるよ うな組織が で きる とあ りが
たいのです が。例 えば 日文研 に一度で もい らしたこ との ある方 々で
139
組織 をつ くっていただいて、 そ こで提 携す る とか、そ んなふ うな形
で の模索が あ り得 るか と思 い ます。
金 春美(高 麗大 学校)さ っ き、韓国の家族 関係 と 日本 の家族
制度 はす ご く違 うとか、そ うい うお話 も出 ま した し、 コ ミュニケー
シ ョンの仕方 の違 い とかいろいろな話 が出ま した。今回は初め てで、
しか もイ ンター ネ ッ ト上 に出ている方 にそれ こそア トラ ンダムに手
紙 を送 っ て、 ち ょうど時間が合 った方が来 られた とい う面 もあ ると
聞 いてお ります ので、 この次か らはあ る程度 テーマ を絞 って、それ
で、 もし も日文研 でや るときは例 えば 日本の ほ うの教授 として カウ
ンターパ ー トになれる ような方が い るような もの を中心 に したほ う
が、 やは り両方 の意 見 を聞 くこ とがで きて、研究 の成果が上 が るの
じゃないか とい う思 いが します 。
それ か ら、韓 国のほ うの受 け皿 なんですけ れ ども、特定 の機 関 と
は日文研 は結 びつ くとち ょっと まず い とお っ しゃ るので、 これは ど
う した らいいのか、 また後 ほ どこち らにい らした先生方 と相 談 して
み るこ とにしますが 、例 えば 日文研 のOBた ちですね。 その人たち
が全 く民 間ベー スで学術 交流 をや る とい う形 で始 めた らどうか と思
い ます。
た だ、 ここで一 言ち ょっ とお断 りしておか ない とい けない のは、
もしも皆 様がい らっ しゃる場合 に、 なるだ け大勢 の方 に来 ていただ
きたい。特 にこうい うふ うに 日本 人 コリア研究者 、それ か ら日本在
住 コ リア研 究者 の方 々 には、ぜ ひ とも来 て、今 どうい うふ うな研 究
をど うい うふ うにな さってい るのか、私た ちをまた外か ら見 る、そ
うい う相 対化作業、 それ を私 たち もぜ ひと も伺 いたい と思 ってお り
ます ので ご参加 をお願 い したいのです。ですが 、 日文研 の ように経
費 を出せ ません ので、 なるだけ頑張 ります けれ ども、宿舎程 度で し
た ら何 とか なる と思 い ます。例 えば ソウル大学 や梨花女子大 には外
国人 ゲス トハ ウスの ような ものがあ りま して、 そん なに高 くないの
で、 そち らは どうにか なるので はないか と思 います。 日本 で こうい
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う場 を また設 けて くだ さったので 、 これ か らまた韓 国で もこ うい う
場 を引 き続 き持つ よ うに したい と思 ってお ります。
司会 あ りが とうござい ま した。
時 間が ない ので急 いで しまい ます が、 私 も二 つ提案 が あ ります。
一つ は、 この会議 の プロ シーデ ィングの ことなんです が、 この シ ン
ポ ジウム全体 のプロ シーデ ィングは出 さず に、「コリアにおけ る 日本
研 究 の現状 」 とい うこ とで、海外交流 室 が 「世界 におけ る日本研 究
の現状」 とい うの をず っ とシリー ズで出 してお ります 。例 えば 日文
研 にい らした その国 の方 々、あ るいはそ の国のそ の分 野の先生 にそ
の こ とを書い ていた だ くとい うよ うな形 を蓄積 していって、 それ を
世界 に発信 してい るわけですけれ ども、韓 国 にお ける研 究の現状 分
析 を報告 して くだ さった先 生方の もの は 「世界 における 日本研 究の
現 状」 に掲 載 させ て いただ きたい のです けれ ど も、 よろ しいで し ょ
うか。
それ と、 ご 自分 の専 門分野 に関す る報告 をな さった方について は、
日本語で発 表 な さってい ます ので、ぜ ひ、 『日本研 究』 とい う日文研
の紀要 に投 稿 してい ただけないで しょうか。 この研究 集会の シ ンポ
ジウの総特 集 として載せ るかは編集委 員会 と相談 しない とい けない
ので私 の一存 では決 め られ ませ ん けれ ども、そ ち らに投 稿 していた
だ きたい とい うことです。 ご異論が なけ れば、ぜ ひ とも今の提 案 に
添 ってお願い したいです。
それか らもう一 つ、 これは全 く個 人的 な提案 にな りますけれ ど も、
これ は シンポ ジウムの中で も言 った こ となんです が、や っぱ り韓国
あ るいは コ リア圏 と中国 と日本 との三つ の比較研究 みたい な ことは
い ろいろ な形 でや っていかなけれ ばい けない こ とではないか と思 う
んですね。二 国間の協力 関係 は もちろん必要 なんですけ ども。
実 は、劉 さんが旧 「満 州」 の共 同研 究 会 を立 ち上 げ ます。 こち ら
も共 同研 究 をや る し、 中国の先生 の主体性 においてや っていただい
て協力 関係 をす る、 日本 で も復刻 な どを して い くとい うシステム を
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構築 しつつ あ ります。 それ ともかか わ りますが、昨 日、懇親会 の席
で芳 賀徹名誉教授 が総督府 時代 の こ とをぜ ひと もや りまし ょうとい
うこと を提案 な さってい ました。資料 が まだた くさん眠 ってい る、
その掘 り起 こ しな ど もや っていか なければいけ ないのでは ないか と
い うふ うに私 個人 は思 ってい ますが。韓 国 におけ る近 代化 の問題 、
日本 の近代化 のゆがみ の問題等 々、 それ をきちっ とやって いかない
といけ ない と考えてお ります。韓 国の先 生方 に もいろい ろな形 での
プロ ジェク トに参 加 していただ くとい うこと も必要 で しょ うし、 ま
た総 督府時代 の こと とい うの も 日本 人の学者 はか な り関心 を持 って
いる人 もた くさん います ので、そ のあた りの こ ともご配慮 願 えれば
あ りが たい とい うことです。
金 春美(高 麗大学校)も う1点 だけ よろ しいで し ょうか。 ま
だ まだ先 のこ とで、今 は全 く不 確実 な話 です けれ ども、 も し、 ソ ウ
ルで この ような シンポジウム をまたやる ことにな りました ら、皆 さ
んか らの原稿 はあ らか じめ論 文形式 で提 出 して頂 いて、そ れは きち
ん とプ ロシーデ ィ ングの形 で冊 子 に して用 意で きた ら と思 い ます 。
今 回は本 当に 自由 な形式 での発表 で したけれ ど も、次回 はなるべ く
学術論 文 の形 式に合 わせ た形で事前 に配布 して頂 きたい と思 うんで
す。 これ は もしか した らコリア ンス タィルの強要 になるか もしれ ま
せ んが… …。 日本 の発表形 式 はこの ような形が一般 的であ るこ とは
充分承 知 してい ますが、 どうも 「〈座 〉の文学」 の ような形式 の よ
うに も思 い ます し、韓 国人 をは じめ とす る外 国人にはなか なか馴染
みに くい とも思 うのです。発 表者 が聴衆 を前 に、 自らの見解 を俳 句
や連歌の ように述べ なが ら、 同時 に インス ピ レー シ ョンの ような も
のを得 よ うとす るのは分 か ります し、その よ うに して絶 えず 問題 意
識 を更新 してい こう とす る 日本 の研 究者の方 々の熱意 も理解 で きる
のですが、 や は り頭 の中にあ る ことをすべ て書 いて見せ る とい うこ
とも重要 ではないか と思 うんです 。書 きだす と何 を書 くか わか らな
い とい う こともあ るのです か ら、 あ る意味 では 「い さぎよ く」最 後
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まで原稿をお書き下 さって、発表の場所で さらに意見を聞いて問題
を練 り直す という順序の方が、特に外部か らの参加者がある場合に
は会合を進めやすいと思います。
司会 わか りま した。 私はわ りとルー ズな形で進 めて、 成果 はき
っち りまとめ る とい う形 がす きなので、今 回は こんな形 を とらさせ
ていただ きました。
ほか に何 か あ ります で しょうか。な ければ、 これで終 わ りたい と
思い ます。 どう もあ りが とうござい ました。
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